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こ
の
日
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
空
手
道
部

と
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
各
代
表
に
、
大
西
同
窓
会
長
と
戸
川
校
長
よ
り

激
励
金
と
と
も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
宮
﨑
心
歩
女
子
主
将
・
端
琉
希
亜
男
子
主
将

と
空
手
道
部
の
武
内
謙
征
君
、
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
千
原
琉
奈
部
長
が
、

大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体
／
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
／
男
子
ダ
ブ
ル
ス
／
女
子

団
体
／
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／

女
子
ダ
ブ
ル
ス

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
山
口
県
山
口
市
）
出
場

★
空
手
道
部

男
子
個
人
形

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
出
場

★
マ
ン
ド
リ
ン
部

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
阪
府
吹
田
市
）
出
場

令
和
７
年
度  

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
激
励
金
贈
呈

令
和
７
年
７
月
１
日（
火
）

　
こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
、（
県
）
教
育

庁
生
涯
学
習
課
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
和
歌
山
県
で
最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
本
校
に
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
さ
て
、
私
自
身
、
学
校
で
勤
務
す
る
こ
と

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
毎
朝
、
登

校
時
の
生
徒
の
賑
や
か
な
声
に
は
じ
ま
り
、

毎
時
間
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
や
授
業
や
学
校
行

事
、
部
活
動
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
生

徒
の
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
日
々

刺
激
を
受
け
な
が
ら
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
高
校
生

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
様
、
卒
業
生
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
お

立
場
か
ら
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
時
代
に
対
応
し
必
要
と
さ
れ
る
学
校
運

営
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
に
何
か
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
本
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
耐
久
高
校
定

時
制
課
程
の
教
頭
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
本

校
に
赴
任
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
定
時
制
教
育
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
定
時
制
課
程
に
は
全
学
年
合
わ
せ
て
26

名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
少
人
数
制
の
特
性

を
活
か
し
た
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
職
員
一
同
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
学
び
に
向
か
え
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
１
学
期
に
は
、
新

入
生
歓
迎
会
、
進
路
講
演
会
、
人
権
学
習
、
生
徒

総
会
な
ど
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
年
を
こ

え
た
交
流
や
協
力
の
姿
勢
を
育
む
と
と
も
に
、
仲

間
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
会
で
は
、
生
徒
が
自
ら
の
将
来
や
自
立
に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
活
は
、
社
会
に
出
る
前
の
か
け
が
え
の

な
い
三
年
間
で
す
。こ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

生
徒
が
多
様
な
経
験
を
通
じ
て
成
長
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
支
援
体
制
の
充
実
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
学
校
・
地
域
・
卒
業
生
の
皆
様
と

の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
教
育
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
着
任
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

定時制教頭

加賀谷信之

事 務 長

嶋田功伺
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に んに んじ んじ ん

心の健康相談・更年期の健康相談

神　人　　勉（高18期）院　長

ＴＥＬ ０８２－２６１－０６００
〒732-0053　広島市東区若草町18-46
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小 畑 産 業 株 式 会 社

会
に
な
り
、

大
い
に
会
が

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
次
に
、

林
会
長
か
ら

「
関
東
耐
久
会

若
手
増
強
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
、
説
明
と
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
ホ
テ
ル
の
料
理
が
豪
華
で
と

て
も
美
味
し
く
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

も
交
え
て
、盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
関
東
耐
久
会
副
会
長

　
富
山
節
子
（
高
20
期
）

　
令
和
７
年
６
月
15
日
、
池
袋
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
カ
シ
オ
ペ
ア
に
お
い

て
、
第
20
回
関
東
耐
久
会
総
会
が
出
席
者

42
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
校
長
戸
川
し
を
り
様
は
じ

め
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
の
各

同
窓
会
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
文
化
勲
章

を
受
賞
さ
れ
た
谷
口
維
紹
先
生
も
ご
多
忙

の
中
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
大
野
博
司
前
関
東
耐

久
会
会
長
（
高
９
期
）、
広
川
町
出
身
の
地

震
学
者
津
村
建
四
郎
先
生
（
高
４
期
）
他
、

物
故
さ
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
塚
本
か
よ
子
副
会
長
（
高
25
期
）
の
司

会
進
行
の
も
と
、
校
歌
斉
唱
、
林
紀
男
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
大
西
義
弘
同
窓
会

長
（
高
16
期
）
と
戸
川
し
を
り
校
長
（
高

36
期
）
よ
り
来
賓
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
く
総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中

北
英
紀
氏
（
高
27
期
）
に
よ
る
講
演
と
ギ

タ
ー
の
演
奏
で
す
。
中
北
さ
ん
は
本
業
の

薬
剤
師
の
ほ
か
、
絵
本
作
家
・
音
楽
家
・

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
演
題
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。

　
私
た
ち
は
医
療
機
関
で
薬
を
処
方
さ
れ

る
時
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
希
望
し
ま
す

か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
何

と
答
え
ま
す
か
？
「
安
全
性
は
？
」「
効

用
は
？
」「
飲
み
や
す
さ
は
？
」
知
り
た

い
で
す
よ
ね
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ
れ
ら
の

点
に
お
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
専
門
的

な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
教
示
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
身
近
な
薬
に
つ
い
て
の
貴

重
な
講
演
で
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
素
敵
な
ギ
タ
ー
の
演
奏

　
関
東
耐
久
会
で
は
新
会
員
歓
迎
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
会
は
設
立
23
年
に
な
り
ま
す
が

新
規
の
加
入
者
が
漸
減
し
て
い
ま

す
。
将
来
へ
向
け
て
維
持
発
展
し
て

い
く
上
で
、
新
し
い
会
員
、
特
に
現

役
リ
タ
イ
ヤ
ー
前
後
の
〝
若
手
〞
の

皆
さ
ん
に
加
入
し
て
も
ら
っ
て
会
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
伝
統
の
耐
久
高
校
で
青
春
の
三
春

秋
を
過
ご
し
た
こ
と
は
我
々
の
誇
り

で
あ
り
、
時
を
経
て
今
ま
た
そ
の
永

い
友
情
を
温
め
あ
う
場
を
も
て
る
こ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
新
し
い
会

員
を
迎
え
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ

こ
の
同
窓
会
を
末
永
く
続
け
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
様
々
な
ル
ー

ト
で
関
東
在
住
の
同
窓
生
を
紹
介
い

た
だ
く
こ
と
が
肝
に
な
り
ま
す
。
特

に
比
較
的
若
い
方
々
の
新
規
加
入
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
の
体
制
と
し
て
は
、
ま
ず
現

会
員
の
う
ち
昭
55
年
前
後
の
卒
業
生

数
人
に
お
願
い
し
て
ア
ド
ヴ
ァ
イ

ザ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
在
京
者

の
情
報
の
確
認
・
提
供
や
「
会
の
魅

力
ア
ッ
プ
」
に
つ
な
が
る
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
在
学

中
に
部
活
を
通
じ
て
多
く
の
同
窓
生

と
の
交
友
を
築
い
て
お
ら
れ
る
方
も
、

こ
れ
は
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
、

ぜ
ひ
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
ご
加
入
の
方
に
は
初
年

度
の
年
会
費
免
除
な
ど
優
遇
条
件
を

用
意
し
ま
す
。
同
級
会
ま
る
ご
と
加

入
の
よ
う
な
場
合
に
も
相
応
の
優
待

条
件
を
用
意
し
ま
す
。

　
新
会
員
ご
紹
介
に
際
し
て
ア
ク
セ

ス
が
容
易
な
よ
う
に
、「
会
報
」
の

支
部
連
絡
先
欄
、
或
い
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
東
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
開
示
し
ま
し
た
。
ご
活
用

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
会
員
の
皆
様
（
関
東
・
関
西
・

和
歌
山
・
有
田
を
問
わ
ず
）
へ
の
お

願
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
関
東
の
同
窓
知

人
・
友
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
開

示
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
一
報
く

だ
さ
れ
ば
、
私
ど
も
か
ら
詳
細
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
諸
般
の
情
勢
か
ら
関
東
在
住
の
同

窓
生
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
し
、
個
人
情
報
管
理
の
面
か
ら
連

絡
先
の
開
示
に
も
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
尚
一
層
、

こ
の
同
窓
会
の
意
義
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
関
東
耐
久
会

の
発
展
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

関
東
耐
久
会
（
会
長
）
林
紀
男

メ
ル
ア
ド   ljinan91@

gm
ail.com

（
副
会
長
）
塚
本
か
よ
子

メ
ル
ア
ド   taikyu2025tokyo@

gm
ail.com

関
東
耐
久
会
総
会

関
東
の
新
会
員
を

　ご
紹
介
く
だ
さ
い

関東耐久会会長

（高13期）
林　紀男
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連
部
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副会長 宮﨑裕子・西久保雅昭

神戸市西区玉津町西河原 210-7
Tel  080-2434-6893（宮﨑）
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会　長　林　　　紀　男

Tel  03-3359-9520
メールアドレス  ljinan91@gmail.com

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148
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 和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

640－8301 651－2127

　
こ
の
日
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
空
手
道
部

と
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
各
代
表
に
、
大
西
同
窓
会
長
と
戸
川
校
長
よ
り

激
励
金
と
と
も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
宮
﨑
心
歩
女
子
主
将
・
端
琉
希
亜
男
子
主
将

と
空
手
道
部
の
武
内
謙
征
君
、
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
千
原
琉
奈
部
長
が
、

大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体
／
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
／
男
子
ダ
ブ
ル
ス
／
女
子

団
体
／
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／

女
子
ダ
ブ
ル
ス

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
山
口
県
山
口
市
）
出
場

★
空
手
道
部

男
子
個
人
形

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
出
場

★
マ
ン
ド
リ
ン
部

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
阪
府
吹
田
市
）
出
場

令
和
７
年
度  

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
激
励
金
贈
呈

令
和
７
年
７
月
１
日（
火
）

　
こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
、（
県
）
教
育

庁
生
涯
学
習
課
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
和
歌
山
県
で
最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
本
校
に
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
さ
て
、
私
自
身
、
学
校
で
勤
務
す
る
こ
と

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
毎
朝
、
登

校
時
の
生
徒
の
賑
や
か
な
声
に
は
じ
ま
り
、

毎
時
間
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
や
授
業
や
学
校
行

事
、
部
活
動
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
生

徒
の
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
日
々

刺
激
を
受
け
な
が
ら
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
、
高
校
生

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
様
、
卒
業
生
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
お

立
場
か
ら
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
時
代
に
対
応
し
必
要
と
さ
れ
る
学
校
運

営
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
に
何
か
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
本
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
耐
久
高
校
定

時
制
課
程
の
教
頭
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
本

校
に
赴
任
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
定
時
制
教
育
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
定
時
制
課
程
に
は
全
学
年
合
わ
せ
て
26

名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
少
人
数
制
の
特
性

を
活
か
し
た
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
職
員
一
同
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
学
び
に
向
か
え
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
１
学
期
に
は
、
新

入
生
歓
迎
会
、
進
路
講
演
会
、
人
権
学
習
、
生
徒

総
会
な
ど
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
年
を
こ

え
た
交
流
や
協
力
の
姿
勢
を
育
む
と
と
も
に
、
仲

間
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
会
で
は
、
生
徒
が
自
ら
の
将
来
や
自
立
に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
活
は
、
社
会
に
出
る
前
の
か
け
が
え
の

な
い
三
年
間
で
す
。こ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

生
徒
が
多
様
な
経
験
を
通
じ
て
成
長
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
支
援
体
制
の
充
実
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
学
校
・
地
域
・
卒
業
生
の
皆
様
と

の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
教
育
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
着
任
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

定時制教頭

加賀谷信之

事 務 長

嶋田功伺
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メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp

神人クリニック神人クリニック
に んに んじ んじ ん

心の健康相談・更年期の健康相談

神　人　　勉（高18期）院　長

ＴＥＬ ０８２－２６１－０６００
〒732-0053　広島市東区若草町18-46

小　畑　英　三（高18期）取締役会長

TEL 073-423-4148  FAX 073-431-4505
〒640-8033　和歌山市本町3丁目18番地

ei-kobata@kbts.jp

小 畑 産 業 株 式 会 社

会
に
な
り
、

大
い
に
会
が

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
次
に
、

林
会
長
か
ら

「
関
東
耐
久
会

若
手
増
強
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
、
説
明
と
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
ホ
テ
ル
の
料
理
が
豪
華
で
と

て
も
美
味
し
く
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

も
交
え
て
、盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
関
東
耐
久
会
副
会
長

　
富
山
節
子
（
高
20
期
）

　
令
和
７
年
６
月
15
日
、
池
袋
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
カ
シ
オ
ペ
ア
に
お
い

て
、
第
20
回
関
東
耐
久
会
総
会
が
出
席
者

42
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
校
長
戸
川
し
を
り
様
は
じ

め
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
の
各

同
窓
会
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
文
化
勲
章

を
受
賞
さ
れ
た
谷
口
維
紹
先
生
も
ご
多
忙

の
中
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
大
野
博
司
前
関
東
耐

久
会
会
長
（
高
９
期
）、
広
川
町
出
身
の
地

震
学
者
津
村
建
四
郎
先
生
（
高
４
期
）
他
、

物
故
さ
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
塚
本
か
よ
子
副
会
長
（
高
25
期
）
の
司

会
進
行
の
も
と
、
校
歌
斉
唱
、
林
紀
男
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
大
西
義
弘
同
窓
会

長
（
高
16
期
）
と
戸
川
し
を
り
校
長
（
高

36
期
）
よ
り
来
賓
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
く
総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中

北
英
紀
氏
（
高
27
期
）
に
よ
る
講
演
と
ギ

タ
ー
の
演
奏
で
す
。
中
北
さ
ん
は
本
業
の

薬
剤
師
の
ほ
か
、
絵
本
作
家
・
音
楽
家
・

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
演
題
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。

　
私
た
ち
は
医
療
機
関
で
薬
を
処
方
さ
れ

る
時
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
希
望
し
ま
す

か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
何

と
答
え
ま
す
か
？
「
安
全
性
は
？
」「
効

用
は
？
」「
飲
み
や
す
さ
は
？
」
知
り
た

い
で
す
よ
ね
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ
れ
ら
の

点
に
お
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
専
門
的

な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
教
示
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
身
近
な
薬
に
つ
い
て
の
貴

重
な
講
演
で
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
素
敵
な
ギ
タ
ー
の
演
奏

　
関
東
耐
久
会
で
は
新
会
員
歓
迎
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
会
は
設
立
23
年
に
な
り
ま
す
が

新
規
の
加
入
者
が
漸
減
し
て
い
ま

す
。
将
来
へ
向
け
て
維
持
発
展
し
て

い
く
上
で
、
新
し
い
会
員
、
特
に
現

役
リ
タ
イ
ヤ
ー
前
後
の
〝
若
手
〞
の

皆
さ
ん
に
加
入
し
て
も
ら
っ
て
会
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
伝
統
の
耐
久
高
校
で
青
春
の
三
春

秋
を
過
ご
し
た
こ
と
は
我
々
の
誇
り

で
あ
り
、
時
を
経
て
今
ま
た
そ
の
永

い
友
情
を
温
め
あ
う
場
を
も
て
る
こ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
新
し
い
会

員
を
迎
え
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ

こ
の
同
窓
会
を
末
永
く
続
け
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
様
々
な
ル
ー

ト
で
関
東
在
住
の
同
窓
生
を
紹
介
い

た
だ
く
こ
と
が
肝
に
な
り
ま
す
。
特

に
比
較
的
若
い
方
々
の
新
規
加
入
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
の
体
制
と
し
て
は
、
ま
ず
現

会
員
の
う
ち
昭
55
年
前
後
の
卒
業
生

数
人
に
お
願
い
し
て
ア
ド
ヴ
ァ
イ

ザ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
在
京
者

の
情
報
の
確
認
・
提
供
や
「
会
の
魅

力
ア
ッ
プ
」
に
つ
な
が
る
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
在
学

中
に
部
活
を
通
じ
て
多
く
の
同
窓
生

と
の
交
友
を
築
い
て
お
ら
れ
る
方
も
、

こ
れ
は
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
、

ぜ
ひ
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
ご
加
入
の
方
に
は
初
年

度
の
年
会
費
免
除
な
ど
優
遇
条
件
を

用
意
し
ま
す
。
同
級
会
ま
る
ご
と
加

入
の
よ
う
な
場
合
に
も
相
応
の
優
待

条
件
を
用
意
し
ま
す
。

　
新
会
員
ご
紹
介
に
際
し
て
ア
ク
セ

ス
が
容
易
な
よ
う
に
、「
会
報
」
の

支
部
連
絡
先
欄
、
或
い
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
東
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
開
示
し
ま
し
た
。
ご
活
用

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
会
員
の
皆
様
（
関
東
・
関
西
・

和
歌
山
・
有
田
を
問
わ
ず
）
へ
の
お

願
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
関
東
の
同
窓
知

人
・
友
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
開

示
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
一
報
く

だ
さ
れ
ば
、
私
ど
も
か
ら
詳
細
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
諸
般
の
情
勢
か
ら
関
東
在
住
の
同

窓
生
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
し
、
個
人
情
報
管
理
の
面
か
ら
連

絡
先
の
開
示
に
も
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
尚
一
層
、

こ
の
同
窓
会
の
意
義
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
関
東
耐
久
会

の
発
展
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

関
東
耐
久
会
（
会
長
）
林
紀
男

メ
ル
ア
ド   ljinan91@

gm
ail.com

（
副
会
長
）
塚
本
か
よ
子

メ
ル
ア
ド   taikyu2025tokyo@

gm
ail.com

関
東
耐
久
会
総
会

関
東
の
新
会
員
を

　ご
紹
介
く
だ
さ
い

関東耐久会会長

（高13期）
林　紀男
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母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て  

令
和
７
年
６
月
29
日（
日
）

　
日
ご
ろ
の
行
い
の
良
い
私
た
ち
の
お
か
げ
で

（
笑
）
お
天
気
に
恵
ま
れ
「
こ
こ
ま
で
晴
れ
ん
で

も
え
え
ん
と
違
う
ん
」
と
い
う
く
ら
い
の
灼
熱
の

太
陽
の
下
、「
母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て
」

と
銘
打
っ
て
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
・

そ
れ
ぞ
れ
の
耐
久
会
の
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
地

元
広
川
町
と
湯
浅
町
で
行
い
ま
し
た
。

　
見
学
コ
ー
ス
は
、【
稲
む
ら
の
火
の
館
】
↓
【
文

化
財
東
濱
口
家
】
↓
【
耐
久
舎
に
て
昼
食
】
↓
【
耐

久
高
校
で
講
演
と
史
学
館
見
学
】。

　
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
勢
90
名
を

超
す
方
々
に
湯
浅
駅
と
稲
む
ら
の
火
の
館
に
集
合

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
濱
口
家
は
一
度
に
入
場
で
き
る
人
数
に
制
限

が
あ
る
た
め
、
先
に
受
付
を
済
ま
せ
た
半
数
の
方

は
東
濱
口
家
に
向
か
っ
て
頂
き
、
後
の
方
は
稲
む

ら
の
火
の
館
か
ら
の
見
学
と
２
班
に
分
け
て
の
施

設
訪
問
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
受
付
組
は
東
濱
口
家
か
ら
で
す
。
念

願
の
東
濱
口
家
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
行
き
た
く
て

行
き
た
く
て
、
今
日
の
こ
の
日
を
ど
れ
だ
け
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
か
。
東
濱
口
家
で
は
、
さ
ら

に
そ
の
半
数
の
15
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
施
設
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
母
屋
は
築
約
３
０
０
年
で
、
昭
和
初

期
ま
で
は
庄
屋
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
本
座
敷

は
築
２
０
０
年
で
様
々
な
意
匠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、

格
式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
茶
室
、
仏
間
、

座
敷
が
直
列
す
る
平
面
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
天

井
も
板
の
並
び
方
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
本
座
敷

に
は
安
政
の
津
波
（
１
８
５
４
年
）
の
浸
水
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。御
風
楼
は
築
約
１
０
０
年
。

３
階
建
の
迎
賓
館
で
、特
に
３
階
は
天
井
３
．８
ｍ

の
折
り
上
げ
格
天
井
を
も
ち
、
柱
、
天
井
、
地
袋
、

違
棚
、
廊
下
天
井
の
扇
垂
木
な
ど
、
華
や
か
な
座

敷
で
し
た
。
３
階
か
ら
の
壮
大
な
景
色
の
視
界
を

遮
ら
な
い
よ
う
に
戸
袋
を
２
階
部
分
ま
で
落
と
す

細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。「
東
濱
口
家
住
宅
」
は
日
本
遺
産
『
百
世

の
安
堵
〜
津
波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の

防
災
遺
産
〜
』
の
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
国

指
定
重
要
文
化
財
の
屋
敷
で
す
。

　
東
濱
口
家
の
訪
問
を
終
え
、
稲
む
ら
の
火
の
館

グ
ル
ー
プ
と
東
濱
口
家
グ
ル
ー
プ
が
合
流
し
ま
し

た
。
耐
久
舎
で
の
昼
食
で
す
が
、
90
名
は
無
理
な

の
で
堤
防
で
お
弁
当
を
食
べ
る
方
な
ど
、
景
色
を

見
な
が
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
。
そ
の
後
、
各
自
耐

久
高
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
で
は
、
戸
川
校
長
か
ら
学
校
の
状
況

や
生
徒
の
様
子
を
伺
い
、
甲
子
園
出
場
の
旗
や
応

援
団
の
最
優
秀
賞
の
盾
を
見
せ
て
頂
き
、
記
念
撮

影
を
し
て
か
ら
史
学
館
の
見
学
を
し
、
流
れ
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
は
４
階
建
て
で
、
上
る
の

が
辛
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ら
自
動
で
上
が
っ
て

い
く
椅
子
（
１
人
用
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
る
か
も
!?

で
す
ね
〜

　
今
回
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
各
耐
久
会
の
会
長
、
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
苦

労
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
は
50
名
位

の
参
加
予
定
が
90
名
を
越
す
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
東
濱
口
家
は
改
修
工
事
に
入
り

ま
す
の
で
、
次
回
お
目
に
か
か
れ
る
の
は
10
年
後

で
す
。
皆
様
、
暑
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
耐
久
高
校
同
窓
会
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
耐
久
会
副
会
長

宮
崎
裕
子
（
31
期
）
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メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp

神人クリニック神人クリニック
に んに んじ んじ ん

心の健康相談・更年期の健康相談

神　人　　勉（高18期）院　長

ＴＥＬ ０８２－２６１－０６００
〒732-0053　広島市東区若草町18-46

小　畑　英　三（高18期）取締役会長

TEL 073-423-4148  FAX 073-431-4505
〒640-8033　和歌山市本町3丁目18番地

ei-kobata@kbts.jp

小 畑 産 業 株 式 会 社

会
に
な
り
、

大
い
に
会
が

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
次
に
、

林
会
長
か
ら

「
関
東
耐
久
会

若
手
増
強
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
、
説
明
と
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
ホ
テ
ル
の
料
理
が
豪
華
で
と

て
も
美
味
し
く
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

も
交
え
て
、盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
関
東
耐
久
会
副
会
長

　
富
山
節
子
（
高
20
期
）

　
令
和
７
年
６
月
15
日
、
池
袋
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
３
階
カ
シ
オ
ペ
ア
に
お
い

て
、
第
20
回
関
東
耐
久
会
総
会
が
出
席
者

42
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
校
長
戸
川
し
を
り
様
は
じ

め
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
の
各

同
窓
会
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
文
化
勲
章

を
受
賞
さ
れ
た
谷
口
維
紹
先
生
も
ご
多
忙

の
中
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
大
野
博
司
前
関
東
耐

久
会
会
長
（
高
９
期
）、
広
川
町
出
身
の
地

震
学
者
津
村
建
四
郎
先
生
（
高
４
期
）
他
、

物
故
さ
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
塚
本
か
よ
子
副
会
長
（
高
25
期
）
の
司

会
進
行
の
も
と
、
校
歌
斉
唱
、
林
紀
男
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
大
西
義
弘
同
窓
会

長
（
高
16
期
）
と
戸
川
し
を
り
校
長
（
高

36
期
）
よ
り
来
賓
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
く
総
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中

北
英
紀
氏
（
高
27
期
）
に
よ
る
講
演
と
ギ

タ
ー
の
演
奏
で
す
。
中
北
さ
ん
は
本
業
の

薬
剤
師
の
ほ
か
、
絵
本
作
家
・
音
楽
家
・

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
演
題
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。

　
私
た
ち
は
医
療
機
関
で
薬
を
処
方
さ
れ

る
時
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
希
望
し
ま
す

か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
何

と
答
え
ま
す
か
？
「
安
全
性
は
？
」「
効

用
は
？
」「
飲
み
や
す
さ
は
？
」
知
り
た

い
で
す
よ
ね
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
こ
れ
ら
の

点
に
お
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
専
門
的

な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
教
示
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
身
近
な
薬
に
つ
い
て
の
貴

重
な
講
演
で
し
た
。

　
講
演
の
後
は
、
素
敵
な
ギ
タ
ー
の
演
奏

　
関
東
耐
久
会
で
は
新
会
員
歓
迎
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
会
は
設
立
23
年
に
な
り
ま
す
が

新
規
の
加
入
者
が
漸
減
し
て
い
ま

す
。
将
来
へ
向
け
て
維
持
発
展
し
て

い
く
上
で
、
新
し
い
会
員
、
特
に
現

役
リ
タ
イ
ヤ
ー
前
後
の
〝
若
手
〞
の

皆
さ
ん
に
加
入
し
て
も
ら
っ
て
会
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
伝
統
の
耐
久
高
校
で
青
春
の
三
春

秋
を
過
ご
し
た
こ
と
は
我
々
の
誇
り

で
あ
り
、
時
を
経
て
今
ま
た
そ
の
永

い
友
情
を
温
め
あ
う
場
を
も
て
る
こ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
新
し
い
会

員
を
迎
え
入
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ

こ
の
同
窓
会
を
末
永
く
続
け
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
様
々
な
ル
ー

ト
で
関
東
在
住
の
同
窓
生
を
紹
介
い

た
だ
く
こ
と
が
肝
に
な
り
ま
す
。
特

に
比
較
的
若
い
方
々
の
新
規
加
入
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
の
体
制
と
し
て
は
、
ま
ず
現

会
員
の
う
ち
昭
55
年
前
後
の
卒
業
生

数
人
に
お
願
い
し
て
ア
ド
ヴ
ァ
イ

ザ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
在
京
者

の
情
報
の
確
認
・
提
供
や
「
会
の
魅

力
ア
ッ
プ
」
に
つ
な
が
る
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
在
学

中
に
部
活
を
通
じ
て
多
く
の
同
窓
生

と
の
交
友
を
築
い
て
お
ら
れ
る
方
も
、

こ
れ
は
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
、

ぜ
ひ
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
ご
加
入
の
方
に
は
初
年

度
の
年
会
費
免
除
な
ど
優
遇
条
件
を

用
意
し
ま
す
。
同
級
会
ま
る
ご
と
加

入
の
よ
う
な
場
合
に
も
相
応
の
優
待

条
件
を
用
意
し
ま
す
。

　
新
会
員
ご
紹
介
に
際
し
て
ア
ク
セ

ス
が
容
易
な
よ
う
に
、「
会
報
」
の

支
部
連
絡
先
欄
、
或
い
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
東
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
開
示
し
ま
し
た
。
ご
活
用

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
会
員
の
皆
様
（
関
東
・
関
西
・

和
歌
山
・
有
田
を
問
わ
ず
）
へ
の
お

願
い
で
す
が
、
ぜ
ひ
関
東
の
同
窓
知

人
・
友
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
開

示
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
一
報
く

だ
さ
れ
ば
、
私
ど
も
か
ら
詳
細
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

　
諸
般
の
情
勢
か
ら
関
東
在
住
の
同

窓
生
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
し
、
個
人
情
報
管
理
の
面
か
ら
連

絡
先
の
開
示
に
も
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
尚
一
層
、

こ
の
同
窓
会
の
意
義
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
関
東
耐
久
会

の
発
展
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

関
東
耐
久
会
（
会
長
）
林
紀
男

メ
ル
ア
ド   ljinan91@

gm
ail.com

（
副
会
長
）
塚
本
か
よ
子

メ
ル
ア
ド   taikyu2025tokyo@

gm
ail.com

関
東
耐
久
会
総
会

関
東
の
新
会
員
を

　ご
紹
介
く
だ
さ
い

関東耐久会会長

（高13期）
林　紀男
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私
自
身
は
皆
さ
ん
の
活
動

の
お
手
伝
い
に
忙
し
く
、
ほ

と
ん
ど
同
行
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
耐
久
高
校
の
原
点

と
も
言
わ
れ
る
、
濱
口
梧
陵

記
念
館
、
東
濱
口
家
、
耐
久

社
、
耐
久
高
校
を
視
察
さ
れ

た
こ
と
は
、
高
校
時
代
を
「
耐
久
」
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
再

確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
暑
い
と
こ
ろ
ご
苦
労
様
で
し
た
。　

大
阪
方
面
か
ら
車
や
電
車

で
約
２
時
間
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
初
の
３
耐
久
会
で
企
画

し
、
参
加
者
50
名
ほ
ど
の
想

定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
倍
近
い
93
名
に
。
め
っ

た
に
見
学
出
来
な
い
東
濱
口
家
邸
や
あ
の
耐
久
社
で
の
昼
食
、

高
校
時
代
の
仲
良
き
友
と
の
再
会
、
昔
話
な
ど
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
盛
会
の
要
因
の
一

つ
に
は
昨
年
春
の
甲
子
園
球
場
に
流
れ
た
母
校
耐
久
の
校
歌
、

そ
の
感
動
の
余
韻
が
引
き
ず
っ
て
い
た
の
か
も
!?

　
各
支
部
共
同
企
画
と
し
て

初
の
試
み
で
開
催
し
ま
し
た

今
回
の
企
画
に
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
日
は
気
温
が
非
常
に

高
か
っ
た
の
で
、
熱
中
症
な

ど
の
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
よ
う
に
皆
様
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
機
会

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関 西 耐 久 会 総 会 の ご 案 内
１日時：令和７年11月16日（日） 11:00 ～ 15:00　受付　10:30開始
　　　　①総　会　11:00 ～ 11:30
　　　　②講演会　11:30 ～ 12:30
　　　　　　講師：橋本和明氏　高28期　1976（昭51）年卒
　　　　　　　　　金沢美術工芸大学大学彫刻科卒業　彫刻家・日本美術家連盟会員
　　　　　　　　　1979年 二科展初入選　 1986年 ロダン大賞展優秀賞　 2000年 和歌山県文化奨励賞
　　　　　　　　　2017年 二科展ローマ賞
　　　　　　演題：「現代彫刻の展望　―人間を作る―　」
　　　　③懇親会　12:45 ～ 15:00　～今年も楽しいアトラクションが盛りだくさん！～
　　　　　　「よっしゃ！我こそは！！」という方の飛び入り大歓迎です！！
　　　　　　大好評の故郷の味覚「なれずし」「金山寺味噌」「しらす」「アジの開き」は今年も販売します。
２場所：KKRホテル大阪　３階（銀河）　大阪市中央区馬場町2-24　TEL 06-6941-1122
３会費：１０,０００円
４締め切り：令和７年10月20日（月）
５お問い合わせ・申し込み先：
　宮崎裕子（高31期）　TEL 080-2434-6893　メール mikannoheta68＠docomo.ne.jp

和歌山耐久会会長

（高19期）
西　博義

有田耐久会会長

（高22期）
和泉保廣

関西耐久会会長

（高32期）
鈴木祥生

耐久高等学校同窓会報　　　　第56号（ 5 ）

母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て  

令
和
７
年
６
月
29
日（
日
）

　
日
ご
ろ
の
行
い
の
良
い
私
た
ち
の
お
か
げ
で

（
笑
）
お
天
気
に
恵
ま
れ
「
こ
こ
ま
で
晴
れ
ん
で

も
え
え
ん
と
違
う
ん
」
と
い
う
く
ら
い
の
灼
熱
の

太
陽
の
下
、「
母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て
」

と
銘
打
っ
て
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
・

そ
れ
ぞ
れ
の
耐
久
会
の
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
地

元
広
川
町
と
湯
浅
町
で
行
い
ま
し
た
。

　
見
学
コ
ー
ス
は
、【
稲
む
ら
の
火
の
館
】
↓
【
文

化
財
東
濱
口
家
】
↓
【
耐
久
舎
に
て
昼
食
】
↓
【
耐

久
高
校
で
講
演
と
史
学
館
見
学
】。

　
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
勢
90
名
を

超
す
方
々
に
湯
浅
駅
と
稲
む
ら
の
火
の
館
に
集
合

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
濱
口
家
は
一
度
に
入
場
で
き
る
人
数
に
制
限

が
あ
る
た
め
、
先
に
受
付
を
済
ま
せ
た
半
数
の
方

は
東
濱
口
家
に
向
か
っ
て
頂
き
、
後
の
方
は
稲
む

ら
の
火
の
館
か
ら
の
見
学
と
２
班
に
分
け
て
の
施

設
訪
問
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
受
付
組
は
東
濱
口
家
か
ら
で
す
。
念

願
の
東
濱
口
家
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
行
き
た
く
て

行
き
た
く
て
、
今
日
の
こ
の
日
を
ど
れ
だ
け
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
か
。
東
濱
口
家
で
は
、
さ
ら

に
そ
の
半
数
の
15
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
施
設
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
母
屋
は
築
約
３
０
０
年
で
、
昭
和
初

期
ま
で
は
庄
屋
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
本
座
敷

は
築
２
０
０
年
で
様
々
な
意
匠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、

格
式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
茶
室
、
仏
間
、

座
敷
が
直
列
す
る
平
面
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
天

井
も
板
の
並
び
方
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
本
座
敷

に
は
安
政
の
津
波
（
１
８
５
４
年
）
の
浸
水
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。御
風
楼
は
築
約
１
０
０
年
。

３
階
建
の
迎
賓
館
で
、特
に
３
階
は
天
井
３
．８
ｍ

の
折
り
上
げ
格
天
井
を
も
ち
、
柱
、
天
井
、
地
袋
、

違
棚
、
廊
下
天
井
の
扇
垂
木
な
ど
、
華
や
か
な
座

敷
で
し
た
。
３
階
か
ら
の
壮
大
な
景
色
の
視
界
を

遮
ら
な
い
よ
う
に
戸
袋
を
２
階
部
分
ま
で
落
と
す

細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。「
東
濱
口
家
住
宅
」
は
日
本
遺
産
『
百
世

の
安
堵
〜
津
波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の

防
災
遺
産
〜
』
の
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
国

指
定
重
要
文
化
財
の
屋
敷
で
す
。

　
東
濱
口
家
の
訪
問
を
終
え
、
稲
む
ら
の
火
の
館

グ
ル
ー
プ
と
東
濱
口
家
グ
ル
ー
プ
が
合
流
し
ま
し

た
。
耐
久
舎
で
の
昼
食
で
す
が
、
90
名
は
無
理
な

の
で
堤
防
で
お
弁
当
を
食
べ
る
方
な
ど
、
景
色
を

見
な
が
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
。
そ
の
後
、
各
自
耐

久
高
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
で
は
、
戸
川
校
長
か
ら
学
校
の
状
況

や
生
徒
の
様
子
を
伺
い
、
甲
子
園
出
場
の
旗
や
応

援
団
の
最
優
秀
賞
の
盾
を
見
せ
て
頂
き
、
記
念
撮

影
を
し
て
か
ら
史
学
館
の
見
学
を
し
、
流
れ
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
は
４
階
建
て
で
、
上
る
の

が
辛
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ら
自
動
で
上
が
っ
て

い
く
椅
子
（
１
人
用
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
る
か
も
!?

で
す
ね
〜

　
今
回
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
各
耐
久
会
の
会
長
、
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
苦

労
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
は
50
名
位

の
参
加
予
定
が
90
名
を
越
す
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
東
濱
口
家
は
改
修
工
事
に
入
り

ま
す
の
で
、
次
回
お
目
に
か
か
れ
る
の
は
10
年
後

で
す
。
皆
様
、
暑
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
耐
久
高
校
同
窓
会
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
耐
久
会
副
会
長

宮
崎
裕
子
（
31
期
）
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◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅2850-4
 TEL  0737－62－3111㈹
 FAX  0737－63－2555　

株式会社 有田タイムス

　
私
た
ち
に
は
普
段
な
じ
み
の
少
な
い
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
こ
れ
ま
で
の
有
田
耐
久
会
の
取
り
組
み
で
音
楽
イ
ベ
ン

ト
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
７
月
21
日（
月
）、有
田
川
町
徳
田
の「
サ
ー
ド
カ
フ
ェ
」

に
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
狭
い
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
。
間

近
で
普
段
着
の
ギ
タ
ー
、ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
、サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
生
の
響
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
女
性
ボ
ー
カ

ル
の
軽
妙
で
コ
ミ
カ
ル
な
話
を
耳
に
し
な
が
ら
非
日
常
の

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
有
田
耐
久
会
で
は
、
か
つ
て
青
春
を
謳
歌
し
た

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど
楽
し
め
る
企

画
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
有
田
耐
久
会
会
長
　
和
泉
保
廣
（
高
22
期
）

　
３
月
13
日
（
木
）、
先
週
ま
で
の
寒
さ
が
嘘
の
よ

う
に
４
月
並
み
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
で
、
初
め
て

耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
勢
33
名
（
男
性
29
名
・
女
性
４
名
）
の
参
加
の

も
と
、
私
を
含
む
初
参
加
者
の
簡
単
な
自
己
紹
介
に

始
ま
っ
た
開
会
式
も
和
や
か
に
終
え
、
い
ざ
ス
タ
ー

ト
！

　
後
の
組
に
い
る
こ
わ
も
て
の
ク
ラ
ブ
の
先
輩（
笑
）

を
気
に
し
な
が
ら
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
。
こ
れ
が
、
今
日
一
の
シ
ョ
ッ
ト
と
な
り
、

見
事
、
パ
ー
・
ス
タ
ー
ト
！

　
こ
の
後
も
、
４
番
ま
で
は
１
オ
ー
バ
ー
の
〝
今
日

こ
そ
は
〞
の
日
に
な
る
か
と
思
い
き
や
No
５
で
＋
５

の
や
っ
た
か
し
。
そ
れ
か
ら
は
、
リ
ゾ
ル
を
熟
知
す

る
若
松
さ
ん
、
バ
ン
カ
ー
に
寄
り
道
が
好
き
な
弓
場

さ
ん
、
安
定
感
No
１
だ
っ
た
金
丸
さ
ん
の
助
け
を
得

な
が
ら
、
ほ
ぼ
い
つ
も
通
り
の
ス
コ
ア
で
18
ホ
ー
ル

を
近
況
等
話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ま
わ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
年
代
に
よ
っ
て
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

が
、
耐
久
高
校
に
在
籍
中
も
先
輩
・
後
輩
の
間
柄
は
、

大
事
に
す
る
も
の
の
、
堅
苦
し
さ
が
な
く
フ
ラ
ン
ク

な
感
じ
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
日
の
ラ
ウ
ン
ド
も
ま

さ
に
そ
う
で
次
回
も
機
会
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
幹
事
の
大
西
さ
ん
を
は
じ

め
、
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
が
卒
年
で
入

力
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
も
笑
い
の
中
で
の
楽
し
い
一

コ
マ
で
し
た
。

野
田
　
剛
（
高
33
期
）

有
田
耐
久
会

　ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
公
演

第
26
回 

有
田
耐
久
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
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私
自
身
は
皆
さ
ん
の
活
動

の
お
手
伝
い
に
忙
し
く
、
ほ

と
ん
ど
同
行
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
耐
久
高
校
の
原
点

と
も
言
わ
れ
る
、
濱
口
梧
陵

記
念
館
、
東
濱
口
家
、
耐
久

社
、
耐
久
高
校
を
視
察
さ
れ

た
こ
と
は
、
高
校
時
代
を
「
耐
久
」
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
再

確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
暑
い
と
こ
ろ
ご
苦
労
様
で
し
た
。　

大
阪
方
面
か
ら
車
や
電
車

で
約
２
時
間
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
初
の
３
耐
久
会
で
企
画

し
、
参
加
者
50
名
ほ
ど
の
想

定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
倍
近
い
93
名
に
。
め
っ

た
に
見
学
出
来
な
い
東
濱
口
家
邸
や
あ
の
耐
久
社
で
の
昼
食
、

高
校
時
代
の
仲
良
き
友
と
の
再
会
、
昔
話
な
ど
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
盛
会
の
要
因
の
一

つ
に
は
昨
年
春
の
甲
子
園
球
場
に
流
れ
た
母
校
耐
久
の
校
歌
、

そ
の
感
動
の
余
韻
が
引
き
ず
っ
て
い
た
の
か
も
!?

　
各
支
部
共
同
企
画
と
し
て

初
の
試
み
で
開
催
し
ま
し
た

今
回
の
企
画
に
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
日
は
気
温
が
非
常
に

高
か
っ
た
の
で
、
熱
中
症
な

ど
の
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
よ
う
に
皆
様
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
機
会

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関 西 耐 久 会 総 会 の ご 案 内
１日時：令和７年11月16日（日） 11:00 ～ 15:00　受付　10:30開始
　　　　①総　会　11:00 ～ 11:30
　　　　②講演会　11:30 ～ 12:30
　　　　　　講師：橋本和明氏　高28期　1976（昭51）年卒
　　　　　　　　　金沢美術工芸大学大学彫刻科卒業　彫刻家・日本美術家連盟会員
　　　　　　　　　1979年 二科展初入選　 1986年 ロダン大賞展優秀賞　 2000年 和歌山県文化奨励賞
　　　　　　　　　2017年 二科展ローマ賞
　　　　　　演題：「現代彫刻の展望　―人間を作る―　」
　　　　③懇親会　12:45 ～ 15:00　～今年も楽しいアトラクションが盛りだくさん！～
　　　　　　「よっしゃ！我こそは！！」という方の飛び入り大歓迎です！！
　　　　　　大好評の故郷の味覚「なれずし」「金山寺味噌」「しらす」「アジの開き」は今年も販売します。
２場所：KKRホテル大阪　３階（銀河）　大阪市中央区馬場町2-24　TEL 06-6941-1122
３会費：１０,０００円
４締め切り：令和７年10月20日（月）
５お問い合わせ・申し込み先：
　宮崎裕子（高31期）　TEL 080-2434-6893　メール mikannoheta68＠docomo.ne.jp

和歌山耐久会会長

（高19期）
西　博義

有田耐久会会長

（高22期）
和泉保廣

関西耐久会会長

（高32期）
鈴木祥生
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母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て  

令
和
７
年
６
月
29
日（
日
）

　
日
ご
ろ
の
行
い
の
良
い
私
た
ち
の
お
か
げ
で

（
笑
）
お
天
気
に
恵
ま
れ
「
こ
こ
ま
で
晴
れ
ん
で

も
え
え
ん
と
違
う
ん
」
と
い
う
く
ら
い
の
灼
熱
の

太
陽
の
下
、「
母
校
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
て
」

と
銘
打
っ
て
、
本
部
・
有
田
・
和
歌
山
・
関
西
・

そ
れ
ぞ
れ
の
耐
久
会
の
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
地

元
広
川
町
と
湯
浅
町
で
行
い
ま
し
た
。

　
見
学
コ
ー
ス
は
、【
稲
む
ら
の
火
の
館
】
↓
【
文

化
財
東
濱
口
家
】
↓
【
耐
久
舎
に
て
昼
食
】
↓
【
耐

久
高
校
で
講
演
と
史
学
館
見
学
】。

　
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
総
勢
90
名
を

超
す
方
々
に
湯
浅
駅
と
稲
む
ら
の
火
の
館
に
集
合

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
濱
口
家
は
一
度
に
入
場
で
き
る
人
数
に
制
限

が
あ
る
た
め
、
先
に
受
付
を
済
ま
せ
た
半
数
の
方

は
東
濱
口
家
に
向
か
っ
て
頂
き
、
後
の
方
は
稲
む

ら
の
火
の
館
か
ら
の
見
学
と
２
班
に
分
け
て
の
施

設
訪
問
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
受
付
組
は
東
濱
口
家
か
ら
で
す
。
念

願
の
東
濱
口
家
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
行
き
た
く
て

行
き
た
く
て
、
今
日
の
こ
の
日
を
ど
れ
だ
け
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
か
。
東
濱
口
家
で
は
、
さ
ら

に
そ
の
半
数
の
15
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
施
設
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
母
屋
は
築
約
３
０
０
年
で
、
昭
和
初

期
ま
で
は
庄
屋
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
本
座
敷

は
築
２
０
０
年
で
様
々
な
意
匠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、

格
式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
茶
室
、
仏
間
、

座
敷
が
直
列
す
る
平
面
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
天

井
も
板
の
並
び
方
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
本
座
敷

に
は
安
政
の
津
波
（
１
８
５
４
年
）
の
浸
水
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。御
風
楼
は
築
約
１
０
０
年
。

３
階
建
の
迎
賓
館
で
、特
に
３
階
は
天
井
３
．８
ｍ

の
折
り
上
げ
格
天
井
を
も
ち
、
柱
、
天
井
、
地
袋
、

違
棚
、
廊
下
天
井
の
扇
垂
木
な
ど
、
華
や
か
な
座

敷
で
し
た
。
３
階
か
ら
の
壮
大
な
景
色
の
視
界
を

遮
ら
な
い
よ
う
に
戸
袋
を
２
階
部
分
ま
で
落
と
す

細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。「
東
濱
口
家
住
宅
」
は
日
本
遺
産
『
百
世

の
安
堵
〜
津
波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の

防
災
遺
産
〜
』
の
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
国

指
定
重
要
文
化
財
の
屋
敷
で
す
。

　
東
濱
口
家
の
訪
問
を
終
え
、
稲
む
ら
の
火
の
館

グ
ル
ー
プ
と
東
濱
口
家
グ
ル
ー
プ
が
合
流
し
ま
し

た
。
耐
久
舎
で
の
昼
食
で
す
が
、
90
名
は
無
理
な

の
で
堤
防
で
お
弁
当
を
食
べ
る
方
な
ど
、
景
色
を

見
な
が
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
。
そ
の
後
、
各
自
耐

久
高
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
耐
久
高
校
で
は
、
戸
川
校
長
か
ら
学
校
の
状
況

や
生
徒
の
様
子
を
伺
い
、
甲
子
園
出
場
の
旗
や
応

援
団
の
最
優
秀
賞
の
盾
を
見
せ
て
頂
き
、
記
念
撮

影
を
し
て
か
ら
史
学
館
の
見
学
を
し
、
流
れ
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
は
４
階
建
て
で
、
上
る
の

が
辛
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ら
自
動
で
上
が
っ
て

い
く
椅
子
（
１
人
用
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
る
か
も
!?

で
す
ね
〜

　
今
回
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
各
耐
久
会
の
会
長
、
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
苦

労
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
は
50
名
位

の
参
加
予
定
が
90
名
を
越
す
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
東
濱
口
家
は
改
修
工
事
に
入
り

ま
す
の
で
、
次
回
お
目
に
か
か
れ
る
の
は
10
年
後

で
す
。
皆
様
、
暑
い
中
ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
耐
久
高
校
同
窓
会
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
耐
久
会
副
会
長

宮
崎
裕
子
（
31
期
）
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同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

辻 本 印 刷 所辻 本 印 刷 所
各種印刷・紙器・果実包装紙総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

下　出　　優
（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

●
本
部
同
窓
会
前
会
長
下
野
憲
英
氏
（
高
13
期
）

が
、
今
年
２
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
83
歳
）。

　
本
校
事
務
長
、
硬
式
野
球
部
監
督
・
Ｏ
Ｂ
会

会
長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
母
校
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
関
東
耐
久
会
前
会
長
大
野
博
司
氏
（
高
９
期
）

が
、
今
年
５
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
87
歳
）。

　
関
東
耐
久
会
同
窓
会
の
設
立
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
耐
久
高
等
学
校
の
校
歌
を
作
詞
さ
れ
ま
し
た

清
水
康
夫
氏
（
高
１
期
）
が
、
今
年
５
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
95
歳
）。

　
本
校
国
語
科
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
退
職

後
も
同
窓
会
役
員
・
会
報
委
員
と
し
て
永
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会本部及び有田耐久会総会のご案内
 記

　と　き　　令和７年９月２０日（土）　

　ところ　　湯浅町地域福祉センター（湯浅町方津戸ありだゆあさ警察前）

　受　付　　10：30

●第一部　　11：00 ～ 11：30　ファミリーコーラス「ほほえみ」ミニコンサート

●第二部　　11：40 ～ 12：20　総会　事業報告・役員改選・他

●懇親会　　12：30 ～ 15：00　会費　2,000円

２０２５（令和７）年
４．　８　　本部・有田耐久会役員会（本校）
５．１３　　本部役員会（本校）
６．１５　　関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　　２９　　有田・和歌山・関西耐久会特別企画（稲むらの火の館・東濱口邸　他）
　　２９　　県高校同窓会連絡協議会総会（アバローム紀の国）
７．　１　　全国大会出場クラブ激励金贈呈式（本校）
　　　９　　会報委員会（本校）
　　２１　　有田耐久会ジャズライブ（サードカフェ）
８．　４　　会報委員会（本校）
　　２０　　会報委員会（本校）

同窓会活動報告

ご

訃

報
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◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅2850-4
 TEL  0737－62－3111㈹
 FAX  0737－63－2555　

株式会社 有田タイムス

　
私
た
ち
に
は
普
段
な
じ
み
の
少
な
い
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
こ
れ
ま
で
の
有
田
耐
久
会
の
取
り
組
み
で
音
楽
イ
ベ
ン

ト
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
７
月
21
日（
月
）、有
田
川
町
徳
田
の「
サ
ー
ド
カ
フ
ェ
」

に
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
狭
い
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
。
間

近
で
普
段
着
の
ギ
タ
ー
、ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
、サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
生
の
響
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
女
性
ボ
ー
カ

ル
の
軽
妙
で
コ
ミ
カ
ル
な
話
を
耳
に
し
な
が
ら
非
日
常
の

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
有
田
耐
久
会
で
は
、
か
つ
て
青
春
を
謳
歌
し
た

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど
楽
し
め
る
企

画
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
有
田
耐
久
会
会
長
　
和
泉
保
廣
（
高
22
期
）

　
３
月
13
日
（
木
）、
先
週
ま
で
の
寒
さ
が
嘘
の
よ

う
に
４
月
並
み
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
で
、
初
め
て

耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
勢
33
名
（
男
性
29
名
・
女
性
４
名
）
の
参
加
の

も
と
、
私
を
含
む
初
参
加
者
の
簡
単
な
自
己
紹
介
に

始
ま
っ
た
開
会
式
も
和
や
か
に
終
え
、
い
ざ
ス
タ
ー

ト
！

　
後
の
組
に
い
る
こ
わ
も
て
の
ク
ラ
ブ
の
先
輩（
笑
）

を
気
に
し
な
が
ら
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
。
こ
れ
が
、
今
日
一
の
シ
ョ
ッ
ト
と
な
り
、

見
事
、
パ
ー
・
ス
タ
ー
ト
！

　
こ
の
後
も
、
４
番
ま
で
は
１
オ
ー
バ
ー
の
〝
今
日

こ
そ
は
〞
の
日
に
な
る
か
と
思
い
き
や
No
５
で
＋
５

の
や
っ
た
か
し
。
そ
れ
か
ら
は
、
リ
ゾ
ル
を
熟
知
す

る
若
松
さ
ん
、
バ
ン
カ
ー
に
寄
り
道
が
好
き
な
弓
場

さ
ん
、
安
定
感
No
１
だ
っ
た
金
丸
さ
ん
の
助
け
を
得

な
が
ら
、
ほ
ぼ
い
つ
も
通
り
の
ス
コ
ア
で
18
ホ
ー
ル

を
近
況
等
話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ま
わ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
年
代
に
よ
っ
て
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

が
、
耐
久
高
校
に
在
籍
中
も
先
輩
・
後
輩
の
間
柄
は
、

大
事
に
す
る
も
の
の
、
堅
苦
し
さ
が
な
く
フ
ラ
ン
ク

な
感
じ
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
日
の
ラ
ウ
ン
ド
も
ま

さ
に
そ
う
で
次
回
も
機
会
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
幹
事
の
大
西
さ
ん
を
は
じ

め
、
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
が
卒
年
で
入

力
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
も
笑
い
の
中
で
の
楽
し
い
一

コ
マ
で
し
た
。

野
田
　
剛
（
高
33
期
）

有
田
耐
久
会

　ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
公
演

第
26
回 

有
田
耐
久
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
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私
自
身
は
皆
さ
ん
の
活
動

の
お
手
伝
い
に
忙
し
く
、
ほ

と
ん
ど
同
行
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
耐
久
高
校
の
原
点

と
も
言
わ
れ
る
、
濱
口
梧
陵

記
念
館
、
東
濱
口
家
、
耐
久

社
、
耐
久
高
校
を
視
察
さ
れ

た
こ
と
は
、
高
校
時
代
を
「
耐
久
」
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
再

確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
暑
い
と
こ
ろ
ご
苦
労
様
で
し
た
。　

大
阪
方
面
か
ら
車
や
電
車

で
約
２
時
間
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
初
の
３
耐
久
会
で
企
画

し
、
参
加
者
50
名
ほ
ど
の
想

定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
倍
近
い
93
名
に
。
め
っ

た
に
見
学
出
来
な
い
東
濱
口
家
邸
や
あ
の
耐
久
社
で
の
昼
食
、

高
校
時
代
の
仲
良
き
友
と
の
再
会
、
昔
話
な
ど
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
盛
会
の
要
因
の
一

つ
に
は
昨
年
春
の
甲
子
園
球
場
に
流
れ
た
母
校
耐
久
の
校
歌
、

そ
の
感
動
の
余
韻
が
引
き
ず
っ
て
い
た
の
か
も
!?

　
各
支
部
共
同
企
画
と
し
て

初
の
試
み
で
開
催
し
ま
し
た

今
回
の
企
画
に
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
日
は
気
温
が
非
常
に

高
か
っ
た
の
で
、
熱
中
症
な

ど
の
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
大
き
な
事
故
も
な
く
、
無
事
終
了
で
き
た
こ
と
が
何

よ
り
良
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
よ
う
に
皆
様
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
機
会

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関 西 耐 久 会 総 会 の ご 案 内
１日時：令和７年11月16日（日） 11:00 ～ 15:00　受付　10:30開始
　　　　①総　会　11:00 ～ 11:30
　　　　②講演会　11:30 ～ 12:30
　　　　　　講師：橋本和明氏　高28期　1976（昭51）年卒
　　　　　　　　　金沢美術工芸大学大学彫刻科卒業　彫刻家・日本美術家連盟会員
　　　　　　　　　1979年 二科展初入選　 1986年 ロダン大賞展優秀賞　 2000年 和歌山県文化奨励賞
　　　　　　　　　2017年 二科展ローマ賞
　　　　　　演題：「現代彫刻の展望　―人間を作る―　」
　　　　③懇親会　12:45 ～ 15:00　～今年も楽しいアトラクションが盛りだくさん！～
　　　　　　「よっしゃ！我こそは！！」という方の飛び入り大歓迎です！！
　　　　　　大好評の故郷の味覚「なれずし」「金山寺味噌」「しらす」「アジの開き」は今年も販売します。
２場所：KKRホテル大阪　３階（銀河）　大阪市中央区馬場町2-24　TEL 06-6941-1122
３会費：１０,０００円
４締め切り：令和７年10月20日（月）
５お問い合わせ・申し込み先：
　宮崎裕子（高31期）　TEL 080-2434-6893　メール mikannoheta68＠docomo.ne.jp

和歌山耐久会会長

（高19期）
西　博義

有田耐久会会長

（高22期）
和泉保廣

関西耐久会会長

（高32期）
鈴木祥生
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41
．８
度
、国
内
最
高
気
温
が
群
馬
県
の
伊

勢
崎
市
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
蝉
鳴
か
ず
蚊

も
飛
ば
ず
ク
ー
ラ
ー
は
入
れ
っ
ぱ
な
し
。
電
力

・
水
不
足
が
な
い
の
が
せ
め
て
も
の
幸
い
か
。

　
会
報
56
号
は
、本
部
、有
田
、和
歌
山
、関
西
、

関
東
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
久
会
の
活
発
な
活
動
が

紙
面
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
人
が
集
い
交
流
が

あ
っ
て
こ
そ
の
同
窓
会
、
役
員
の
皆
さ
ん
の

奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
濱
口
梧
陵
記
念

館
・
東
濱
口
家
邸
宅
と
庭
園
・
耐
久
社
を
め

ぐ
り
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
る
企
画
に
は

93
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
関
東
耐
久
会
は
、

新
会
員
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
会
の
活
性
化

を
は
か
り
、
関
西
耐
久
会
は
話
題
性
の
あ
る

記
念
講
演
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
懇
親
会
で
総

会
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
有
田
耐

久
会
は
恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
講
演
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
20
日
に
は
本
部
お
よ
び
有
田
耐
久
会

の
総
会
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
の
懇
親
会
に
各

期
で
グ
ル
ー
プ
参
加
し
ミ
ニ
同
窓
会
と
い
う

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　「
絆
」
の
欄
は
文
化
祭
で
活
躍
の
家
庭
部

で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
空
手
部
、
マ
ン

ド
リ
ン
部
は
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
に
も
五
つ
の
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
て

い
ま
す
。
文
武
両
道
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

　
私
た
ち
家
庭
部
は
、
現

在
３
年
生
７
人
、
２
年
生

14
人
、
１
年
生
34
人
の
計

55
人
で
活
動
し
、
主
に
週

１
回
、
手
芸
と
調
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
芸
で
は
、
ク
ラ
ブ
全

体
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
そ

れ
に
沿
っ
た
作
品
を
個
人
で
制

作
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
裁

縫
で
フ
ェ
ル
ト
マ
ス
コ
ッ
ト
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
編
み
物
で
巾

着
や
小
物
入
れ
、
ネ
イ
ル
チ
ッ

プ
や
レ
ジ
ン
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
調
理
で
は
、
ラ

ン
チ
や
夕
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど

幅
広
い
献
立
を
作
っ
て
い
ま

す
。
部
員
た
ち
で
作
り
た
い
献

立
を
考
え
、買
い
出
し
を
行
い
、

顧
問
の
先
生
方
の
指
導
の
下
、

協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
調
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
部
は
文
化
祭
が
大
き
な

行
事
の
１
つ
で
す
。
文
化
祭
で

絆絆部活OB・OGたちの

　
暑
い
、
暑
い
、
暑
す
ぎ
る
毎
日
!!

　
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
例
年
よ
り
も
う
ん
と
早
い
梅
雨
明
け
で
長

い
夏
が
始
ま
っ
た
今
年
の
夏
。

　
七
月
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
聞
こ
え
て
こ

な
い
蝉
の
声
。

　
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

夏
休
み
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に

「
夏
本
番
！
」
と
賑
や
か
に
鳴
き
は
じ
め
た
。

　
子
ど
も
の
頃
の
夏
の
思
い
出――

　
涼
を
と
る
た
め
の
道
具
で
は
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
を
し
て
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
あ
っ
た
り
、

扇
風
機
の
前
に
座
り
こ
み
、「
あ
ー
ー
」
と

声
を
出
し
、「
あ
〜
〜
」
と
声
を
震
わ
せ
た

り
す
る
の
が
面
白
か
っ
た
。

　
タ
ラ
イ
に
湯
を
張
っ
て
の
行
水
や
布
団
の

周
り
に
吊
っ
た
蚊
帳
の
中
で
寝
る
の
も
楽
し

か
っ
た
。

　
昼
寝
の
後
、
屋
台
を
引

い
て
売
り
に
来
て
く
れ
る

冷
え
た
わ
ら
び
餅
。「
は

い
今
日
は
お
ま
け
」
と
き

な
粉
を
余
分
に
か
け
て
く
れ
る
と
よ
り
嬉
し

く
て
。
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
優
し
い
お

い
や
ん
の
顔
は
今
も
思
い
出
す
。

　「
日
射
病
に
な
っ
た
ら
悪
い
か
ら
帽
子
を

か
ぶ
り
な
よ
」
と
必
ず
言
わ
れ
、
し
っ
か
り

と
帽
子
を
か
ぶ
り
、
タ
マ
を
持
ち
虫
か
ご

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
の
蝉
と
り
。
タ
マ
ム

シ
が
捕
れ
た
と
き
に
は
、満
足
度
が
数
倍
に
。

　
お
盆
が
過
ぎ
る
と
、「
河
童
に
足
を
ひ
っ
ぱ

ら
れ
る
」
と
海
に
泳
ぎ
に
行
く
こ
と
は
な
く

な
り
、つ
く
つ
く
ぼ
う
し
が
鳴
き
は
じ
め
る
。

　
そ
の
声
を
聞
く
と
「
夏
休
み
が
終
わ
っ
て

い
く
」
と
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
あ
わ

て
て
仕
上
げ
に
か
か
っ
た
夏
休
み
の
宿
題
の

定
番
「
夏
の
友
」。

　
そ
し
て
今
、
北
海
道
で
も
38
℃
を
超
え
て

し
ま
う
と
い
う
怖
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
の
暑
さ
。

　
で
も
、
こ
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
楽
し
め
る

こ
と
、
わ
く
わ
く
で
き
る
こ
と
を
さ
が
し
な

が
ら
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

・
汗
混
じ
る
新
婦
の
父
の
涙
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
功
（
高
18
期
）

・
美
女
の
眉
ひ
そ
め
傾
げ
て
合
歓
の
花
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
奈
伸
和
（
高
18
期
）

・
あ
の
じ
ゅ
う
は
芋
粥
な
れ
ど
恙
な
く

　
　
　
　
　
　
　
八
十
年
よ
走
馬
灯
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
本
弘
子
（
高
女
28
期
）

・
備
蓄
米
オ
ー
プ
ン
前
の
整
理
券

　
　
　
　
　
　
　
覚
悟
で
並
ぶ
折
り
た
た
み
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
郁
美
（
高
34
期
）

俳
壇
・
歌
壇

は
一
人
一
人
の
個
性
豊
か
な
作

品
を
展
示
し
た
り
、
ガ
ト
ー

シ
ョ
コ
ラ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の

製
菓
販
売
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。製
菓
販
売
に
つ
い
て
は
、

材
料
や
予
算
に
加
え
て
、
ど
う

す
れ
ば
み
な
さ
ん
に
よ
り
良
い

商
品
を
届
け
ら
れ
る
か
を
部
員

た
ち
で
協
力
し
て
考
え
て
作
っ

て
い
る
の
で
、
文
化
祭
当
日
に

多
く
の
方
々
に
商
品
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
、
美
味
し
か
っ
た

と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
私
が
最
上
級
生
に
な
り
、
多

く
の
１
年
生
が
入
部
し
た
４
月

当
初
は
、
１
年
生
と
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の

が
難
し
く
、
関
わ
り
方
に
つ
い

て
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
今
で

は
、
部
員
た
ち
で
話
し
合
っ
て

協
力
す
る
こ
と
で
、
部
全
体
で

よ
り
良
い
関
係
性
が
で
き
、
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
部
員
全
員
で

協
力
し
、
楽
し
み
な
が
ら
調
理

や
手
芸
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
長
　
藪
中 

乃
々
華

家
庭
部
の
巻
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同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006
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辻 本 印 刷 所辻 本 印 刷 所
各種印刷・紙器・果実包装紙総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

下　出　　優
（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

●
本
部
同
窓
会
前
会
長
下
野
憲
英
氏
（
高
13
期
）

が
、
今
年
２
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
83
歳
）。

　
本
校
事
務
長
、
硬
式
野
球
部
監
督
・
Ｏ
Ｂ
会

会
長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
母
校
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
関
東
耐
久
会
前
会
長
大
野
博
司
氏
（
高
９
期
）

が
、
今
年
５
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
87
歳
）。

　
関
東
耐
久
会
同
窓
会
の
設
立
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
耐
久
高
等
学
校
の
校
歌
を
作
詞
さ
れ
ま
し
た

清
水
康
夫
氏
（
高
１
期
）
が
、
今
年
５
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
95
歳
）。

　
本
校
国
語
科
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
退
職

後
も
同
窓
会
役
員
・
会
報
委
員
と
し
て
永
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会本部及び有田耐久会総会のご案内
 記

　と　き　　令和７年９月２０日（土）　

　ところ　　湯浅町地域福祉センター（湯浅町方津戸ありだゆあさ警察前）

　受　付　　10：30

●第一部　　11：00 ～ 11：30　ファミリーコーラス「ほほえみ」ミニコンサート

●第二部　　11：40 ～ 12：20　総会　事業報告・役員改選・他

●懇親会　　12：30 ～ 15：00　会費　2,000円

２０２５（令和７）年
４．　８　　本部・有田耐久会役員会（本校）
５．１３　　本部役員会（本校）
６．１５　　関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　　２９　　有田・和歌山・関西耐久会特別企画（稲むらの火の館・東濱口邸　他）
　　２９　　県高校同窓会連絡協議会総会（アバローム紀の国）
７．　１　　全国大会出場クラブ激励金贈呈式（本校）
　　　９　　会報委員会（本校）
　　２１　　有田耐久会ジャズライブ（サードカフェ）
８．　４　　会報委員会（本校）
　　２０　　会報委員会（本校）

同窓会活動報告

ご

訃

報
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◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町湯浅2850-4
 TEL  0737－62－3111㈹
 FAX  0737－63－2555　

株式会社 有田タイムス

　
私
た
ち
に
は
普
段
な
じ
み
の
少
な
い
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
こ
れ
ま
で
の
有
田
耐
久
会
の
取
り
組
み
で
音
楽
イ
ベ
ン

ト
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
７
月
21
日（
月
）、有
田
川
町
徳
田
の「
サ
ー
ド
カ
フ
ェ
」

に
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。

　
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
狭
い
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
。
間

近
で
普
段
着
の
ギ
タ
ー
、ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
、ド
ラ
ム
、サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
生
の
響
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
女
性
ボ
ー
カ

ル
の
軽
妙
で
コ
ミ
カ
ル
な
話
を
耳
に
し
な
が
ら
非
日
常
の

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
有
田
耐
久
会
で
は
、
か
つ
て
青
春
を
謳
歌
し
た

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど
楽
し
め
る
企

画
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
有
田
耐
久
会
会
長
　
和
泉
保
廣
（
高
22
期
）

　
３
月
13
日
（
木
）、
先
週
ま
で
の
寒
さ
が
嘘
の
よ

う
に
４
月
並
み
の
暖
か
い
日
差
し
の
中
で
、
初
め
て

耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
勢
33
名
（
男
性
29
名
・
女
性
４
名
）
の
参
加
の

も
と
、
私
を
含
む
初
参
加
者
の
簡
単
な
自
己
紹
介
に

始
ま
っ
た
開
会
式
も
和
や
か
に
終
え
、
い
ざ
ス
タ
ー

ト
！

　
後
の
組
に
い
る
こ
わ
も
て
の
ク
ラ
ブ
の
先
輩（
笑
）

を
気
に
し
な
が
ら
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
。
こ
れ
が
、
今
日
一
の
シ
ョ
ッ
ト
と
な
り
、

見
事
、
パ
ー
・
ス
タ
ー
ト
！

　
こ
の
後
も
、
４
番
ま
で
は
１
オ
ー
バ
ー
の
〝
今
日

こ
そ
は
〞
の
日
に
な
る
か
と
思
い
き
や
No
５
で
＋
５

の
や
っ
た
か
し
。
そ
れ
か
ら
は
、
リ
ゾ
ル
を
熟
知
す

る
若
松
さ
ん
、
バ
ン
カ
ー
に
寄
り
道
が
好
き
な
弓
場

さ
ん
、
安
定
感
No
１
だ
っ
た
金
丸
さ
ん
の
助
け
を
得

な
が
ら
、
ほ
ぼ
い
つ
も
通
り
の
ス
コ
ア
で
18
ホ
ー
ル

を
近
況
等
話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ま
わ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
年
代
に
よ
っ
て
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

が
、
耐
久
高
校
に
在
籍
中
も
先
輩
・
後
輩
の
間
柄
は
、

大
事
に
す
る
も
の
の
、
堅
苦
し
さ
が
な
く
フ
ラ
ン
ク

な
感
じ
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
日
の
ラ
ウ
ン
ド
も
ま

さ
に
そ
う
で
次
回
も
機
会
が
合
え
ば
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
幹
事
の
大
西
さ
ん
を
は
じ

め
、
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
が
卒
年
で
入

力
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
も
笑
い
の
中
で
の
楽
し
い
一

コ
マ
で
し
た
。

野
田
　
剛
（
高
33
期
）

有
田
耐
久
会

　ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
公
演

第
26
回 

有
田
耐
久
会 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
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41
．８
度
、国
内
最
高
気
温
が
群
馬
県
の
伊

勢
崎
市
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
蝉
鳴
か
ず
蚊

も
飛
ば
ず
ク
ー
ラ
ー
は
入
れ
っ
ぱ
な
し
。
電
力

・
水
不
足
が
な
い
の
が
せ
め
て
も
の
幸
い
か
。

　
会
報
56
号
は
、本
部
、有
田
、和
歌
山
、関
西
、

関
東
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
久
会
の
活
発
な
活
動
が

紙
面
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
人
が
集
い
交
流
が

あ
っ
て
こ
そ
の
同
窓
会
、
役
員
の
皆
さ
ん
の

奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
濱
口
梧
陵
記
念

館
・
東
濱
口
家
邸
宅
と
庭
園
・
耐
久
社
を
め

ぐ
り
耐
久
高
校
の
源
流
を
訪
ね
る
企
画
に
は

93
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
関
東
耐
久
会
は
、

新
会
員
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
会
の
活
性
化

を
は
か
り
、
関
西
耐
久
会
は
話
題
性
の
あ
る

記
念
講
演
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
懇
親
会
で
総

会
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
有
田
耐

久
会
は
恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
講
演
会
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
20
日
に
は
本
部
お
よ
び
有
田
耐
久
会

の
総
会
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
の
懇
親
会
に
各

期
で
グ
ル
ー
プ
参
加
し
ミ
ニ
同
窓
会
と
い
う

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　「
絆
」
の
欄
は
文
化
祭
で
活
躍
の
家
庭
部

で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
空
手
部
、
マ
ン

ド
リ
ン
部
は
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
に
も
五
つ
の
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
て

い
ま
す
。
文
武
両
道
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

　
私
た
ち
家
庭
部
は
、
現

在
３
年
生
７
人
、
２
年
生

14
人
、
１
年
生
34
人
の
計

55
人
で
活
動
し
、
主
に
週

１
回
、
手
芸
と
調
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
芸
で
は
、
ク
ラ
ブ
全

体
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
そ

れ
に
沿
っ
た
作
品
を
個
人
で
制

作
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
裁

縫
で
フ
ェ
ル
ト
マ
ス
コ
ッ
ト
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
編
み
物
で
巾

着
や
小
物
入
れ
、
ネ
イ
ル
チ
ッ

プ
や
レ
ジ
ン
を
作
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
調
理
で
は
、
ラ

ン
チ
や
夕
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど

幅
広
い
献
立
を
作
っ
て
い
ま

す
。
部
員
た
ち
で
作
り
た
い
献

立
を
考
え
、買
い
出
し
を
行
い
、

顧
問
の
先
生
方
の
指
導
の
下
、

協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
調
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
部
は
文
化
祭
が
大
き
な

行
事
の
１
つ
で
す
。
文
化
祭
で

絆絆部活OB・OGたちの

　
暑
い
、
暑
い
、
暑
す
ぎ
る
毎
日
!!

　
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
例
年
よ
り
も
う
ん
と
早
い
梅
雨
明
け
で
長

い
夏
が
始
ま
っ
た
今
年
の
夏
。

　
七
月
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
聞
こ
え
て
こ

な
い
蝉
の
声
。

　
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

夏
休
み
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に

「
夏
本
番
！
」
と
賑
や
か
に
鳴
き
は
じ
め
た
。

　
子
ど
も
の
頃
の
夏
の
思
い
出――

　
涼
を
と
る
た
め
の
道
具
で
は
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
を
し
て
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
あ
っ
た
り
、

扇
風
機
の
前
に
座
り
こ
み
、「
あ
ー
ー
」
と

声
を
出
し
、「
あ
〜
〜
」
と
声
を
震
わ
せ
た

り
す
る
の
が
面
白
か
っ
た
。

　
タ
ラ
イ
に
湯
を
張
っ
て
の
行
水
や
布
団
の

周
り
に
吊
っ
た
蚊
帳
の
中
で
寝
る
の
も
楽
し

か
っ
た
。

　
昼
寝
の
後
、
屋
台
を
引

い
て
売
り
に
来
て
く
れ
る

冷
え
た
わ
ら
び
餅
。「
は

い
今
日
は
お
ま
け
」
と
き

な
粉
を
余
分
に
か
け
て
く
れ
る
と
よ
り
嬉
し

く
て
。
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
優
し
い
お

い
や
ん
の
顔
は
今
も
思
い
出
す
。

　「
日
射
病
に
な
っ
た
ら
悪
い
か
ら
帽
子
を

か
ぶ
り
な
よ
」
と
必
ず
言
わ
れ
、
し
っ
か
り

と
帽
子
を
か
ぶ
り
、
タ
マ
を
持
ち
虫
か
ご

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
の
蝉
と
り
。
タ
マ
ム

シ
が
捕
れ
た
と
き
に
は
、満
足
度
が
数
倍
に
。

　
お
盆
が
過
ぎ
る
と
、「
河
童
に
足
を
ひ
っ
ぱ

ら
れ
る
」
と
海
に
泳
ぎ
に
行
く
こ
と
は
な
く

な
り
、つ
く
つ
く
ぼ
う
し
が
鳴
き
は
じ
め
る
。

　
そ
の
声
を
聞
く
と
「
夏
休
み
が
終
わ
っ
て

い
く
」
と
寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
あ
わ

て
て
仕
上
げ
に
か
か
っ
た
夏
休
み
の
宿
題
の

定
番
「
夏
の
友
」。

　
そ
し
て
今
、
北
海
道
で
も
38
℃
を
超
え
て

し
ま
う
と
い
う
怖
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
の
暑
さ
。

　
で
も
、
こ
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
楽
し
め
る

こ
と
、
わ
く
わ
く
で
き
る
こ
と
を
さ
が
し
な

が
ら
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

・
汗
混
じ
る
新
婦
の
父
の
涙
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
功
（
高
18
期
）

・
美
女
の
眉
ひ
そ
め
傾
げ
て
合
歓
の
花
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
奈
伸
和
（
高
18
期
）

・
あ
の
じ
ゅ
う
は
芋
粥
な
れ
ど
恙
な
く

　
　
　
　
　
　
　
八
十
年
よ
走
馬
灯
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
本
弘
子
（
高
女
28
期
）

・
備
蓄
米
オ
ー
プ
ン
前
の
整
理
券

　
　
　
　
　
　
　
覚
悟
で
並
ぶ
折
り
た
た
み
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
郁
美
（
高
34
期
）

俳
壇
・
歌
壇

は
一
人
一
人
の
個
性
豊
か
な
作

品
を
展
示
し
た
り
、
ガ
ト
ー

シ
ョ
コ
ラ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の

製
菓
販
売
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。製
菓
販
売
に
つ
い
て
は
、

材
料
や
予
算
に
加
え
て
、
ど
う

す
れ
ば
み
な
さ
ん
に
よ
り
良
い

商
品
を
届
け
ら
れ
る
か
を
部
員

た
ち
で
協
力
し
て
考
え
て
作
っ

て
い
る
の
で
、
文
化
祭
当
日
に

多
く
の
方
々
に
商
品
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
、
美
味
し
か
っ
た

と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
私
が
最
上
級
生
に
な
り
、
多

く
の
１
年
生
が
入
部
し
た
４
月

当
初
は
、
１
年
生
と
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の

が
難
し
く
、
関
わ
り
方
に
つ
い

て
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
今
で

は
、
部
員
た
ち
で
話
し
合
っ
て

協
力
す
る
こ
と
で
、
部
全
体
で

よ
り
良
い
関
係
性
が
で
き
、
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
に
部
員
全
員
で

協
力
し
、
楽
し
み
な
が
ら
調
理

や
手
芸
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
長
　
藪
中 

乃
々
華

家
庭
部
の
巻
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 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

辻 本 印 刷 所辻 本 印 刷 所
各種印刷・紙器・果実包装紙総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

下　出　　優
（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

●
本
部
同
窓
会
前
会
長
下
野
憲
英
氏
（
高
13
期
）

が
、
今
年
２
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
83
歳
）。

　
本
校
事
務
長
、
硬
式
野
球
部
監
督
・
Ｏ
Ｂ
会

会
長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
母
校
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
関
東
耐
久
会
前
会
長
大
野
博
司
氏
（
高
９
期
）

が
、
今
年
５
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享

年
87
歳
）。

　
関
東
耐
久
会
同
窓
会
の
設
立
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
耐
久
高
等
学
校
の
校
歌
を
作
詞
さ
れ
ま
し
た

清
水
康
夫
氏
（
高
１
期
）
が
、
今
年
５
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
95
歳
）。

　
本
校
国
語
科
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
退
職

後
も
同
窓
会
役
員
・
会
報
委
員
と
し
て
永
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会本部及び有田耐久会総会のご案内
 記

　と　き　　令和７年９月２０日（土）　

　ところ　　湯浅町地域福祉センター（湯浅町方津戸ありだゆあさ警察前）

　受　付　　10：30

●第一部　　11：00 ～ 11：30　ファミリーコーラス「ほほえみ」ミニコンサート

●第二部　　11：40 ～ 12：20　総会　事業報告・役員改選・他

●懇親会　　12：30 ～ 15：00　会費　2,000円

２０２５（令和７）年
４．　８　　本部・有田耐久会役員会（本校）
５．１３　　本部役員会（本校）
６．１５　　関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　　２９　　有田・和歌山・関西耐久会特別企画（稲むらの火の館・東濱口邸　他）
　　２９　　県高校同窓会連絡協議会総会（アバローム紀の国）
７．　１　　全国大会出場クラブ激励金贈呈式（本校）
　　　９　　会報委員会（本校）
　　２１　　有田耐久会ジャズライブ（サードカフェ）
８．　４　　会報委員会（本校）
　　２０　　会報委員会（本校）

同窓会活動報告

ご

訃

報
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